
“~ ・】句、

日.1盟副fτ
帽....{'&4"守峰、

..>'，・ -4J万灯台
£ゼ ，刊J

-司ぷ....司ぜ，

⑧ 
、 .、

つ つ広報 題字は清河市長

発行所/富山県魚津市釈迦堂一丁目10番1号魚津市役所(干937)(宮0765-22 -2200) 

あなたと市政をむすぶ広報つおづ毎月1日発行通巻462号昭和59年 5月1日発行



昭和59年 5月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

4
月
辺
日
の
選
挙
の
結
果
、
こ
れ
か
ら
四
年
間
の
市
政
を
に
な
う
市
長

と
、
市
議
会
議
員
が
き
ま
り
ま
し
た
。

市
長
は
無
競
争
で
、
市
議
会
議
員
の
当
選
者
は
、

(
氏
名

・
年
齢

・
住
所

・
職
業

・
党
派

新
旧
別
の
順

・
敬
称
略
)

v 
市

長

七
良現広

長
勢
石
垣
農
業
自
由
民
主
党

甚
正進

竹
内
仏
田
団
体
役
員

公

明

党

現

69 

七
沢
青
島
会
社
員

日
本
社
会
党

秋
政

39 新64 現40 

清
士
口

本
田
正
一

・
経
田
中
町

4

農
業
自
由
民
主
党

伊
藤
島
尻
会
社
員

自
由
民
主
党

甚

森

内

俊

雄

吉
島
二
丁
目

会
社
員

日
本
社
会
党

次
の
と
お
り
で
す
。

46 現40 現67 現66 現46 現

a.. 

白書浜経
由家経沢
民団
王
片1L.

x.. 稔

白米中浜
由穀央多
民商通
主り弘
党一之
丁
目 52

河
崎
金
山
谷

団
体
役
員

自
由
民
主
党 1告{荷

関
口
木
下
新

農
業
自
由
民
主
党

栄
吉

51 現現58 現45 現54 現

a‘ 
自建蛇高
由築田島
民業
王
党

宮
島
友
道
会
社
員

日
本
社
会
党

若
島
友
道
会
社
役
員

自
由
民
主
党

..-. 

自市宮高
由議津慶
民会平
主議之
党員長

浜
谷
佐
久
三

大
光
寺

漁
業
自
由
民
主
党

田
中
本
江
団
体
職
員

無

所

属

現

宮

田

只

夫

吉
島
一
丁
目

会
社
役
員

自
由
民
主
党

義
信

竹正
敬

光
幸

54 現56 現51 現72 現58 現43 57 現

当日有権者

35，409人

男 16，517人

女 18，892人

(2) 

後

藤

吉

松

平
伝
寺

燃
焼
器
販
売

自
由
民
主
党

65 現

沢

崎

尚

武

北
鬼
江

自
営
業

自
由
民
主
党

52 現

石

崎

七

郎

本
町
二
丁
目

自
営
業

自
由
民
主
党

68 現

大
久
保
松
治

企

鴨
川
町

会
社
員

日
本
社
会
党

68 現

加

藤

成

司

駅
前
新
町

団
体
役
員

民

社

党

現

57 

日政上中
本党口回
共役二
産員丁
党目尚

38 現

投票率

89.34% 

男 87.88%

女 90.62%



昭和59年 5月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

次
の
方
が
晴
れ
の
褒
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
ょ
う
。

V
黄
綬
褒
章

V
黄
綬
褒
章

魚
津
市
江
口
三

O
O番
地

杉

山

博

告

氏

(
侃
歳
)

多
年
に
わ
た
り
農
業
及
び
畜
産
関
係

団
体
の
要
職
に
あ
っ
て
斯
界
の
振
興
発

展
に
尽
さ
れ
た
。

魚
津
市
本
町
二
丁
目
七
番
五
号

辻

清

氏

(
似
歳
)

多
年
に
わ
た
り
工
具
販
売
、
機
械
器

具
の
製
作
に
従
事
す
る
と
と
も
に
関
係

団
体
の
要
職
を
歴
任
し
斯
界
の
振
興
に

尽
さ
れ
た
。

G O)~ t t~ 冨2・
市長・市議会議員きまる・……..2
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.....3 
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あな芝の国保・………………・….6
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新
川
だ
い
こ
ん
出
荷
組
合

中
日
農
業
賞
で
農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
く

市
農
協
中
島
支
所
内
は
、
み
ご
と
最
高

の
栄
誉
で
あ
る
こ
の
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

富
山
県
で
初
の
最
高
賞
の
受
賞
で
あ

り
、
地
域
を
超
え
た
「
大
型
借
地
に
よ

る
栽
培
」
と
い
う
新
し
い
試
み
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
十
一
人
の
組

合
員
が
お
り
、
今
年
は
約
五

O
ヘ
ク
タ

ー
ル
(
う
ち
借
地
三

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
)

の
作
付
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
を
と
り
ま
く
厳
し
い
環
境
の
中

で
、
営
農
の
近
代
化
と
魅
力
あ
る
村
づ

く
り
を
目
指
す
中
部
九
県
の
個
人

・
団

体
の
中
か
ら
新
川
だ
い
こ
ん
出
荷
組
合

(
高
三
進
一
組
合
長

)
l住
吉
、
魚
津

吉
田
工
業
か
ら

三
億
円
の
寄
付

3
月

m日
創
立
印
周
年
を
-
記
念
し

て
、
吉
田
工
業
株
式
会
社
か
ら
昨
年

に
つ
づ
き
、
一
億
五
千
万
円
の
寄
付

を
い
た
だ
き
、
合
せ
て
三
億
と
な
り

ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
三
億
円
で
、
天
神

山
中
腹
に
(
仮
称
)
吉
田
記
念
資
料
館

(
鉄
筋
三
階
建
、
延
面
積
約
千
平
方
メ

ー
ト
ル
)
を
建
設
し
て
、
永
く
ご
高
志

に
こ
た
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

江
口
地
区
に

全
国
農
業
構
造
改
善
協
会

「
奨
励
賞
」

昭
和
M
年
度
よ
り
、
三
か
年
計
画
で

実
施
し
た
。
「
地
区
再
編
新
農
業
構
造

改
善
事
業
が
、
こ
の
た
び
北
陸
農
政
局

推
せ
ん
に
よ
り
、

3
月
幻
日
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

下
中
島
公
民
館

し
ゅ
ん
工
な
る
/

昨
年
日
月
か
ら
工
事
に
着
手
し
て

い
た
下
宮
町
公
民
館
が
完
成
し
、
4

月
5
日
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

新
公
民
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
階
建
、
延
面
積
五
O
四
平
方
メ

ー
ト
ル
。
総
工
費
一
億
八
百
九
十
八

万
六
千
円
で
、
大
会
議
室
・研
修
室
・

実
習
室

・
図
書
室
な
ど
が
あ
っ
て
、

今
後
の
地
区
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
の
場
と
し
て
大
い
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
職
員
の
人
事
異
動

市
で
は
4
月
1
日
付
で
、
次
の
よ
う

な
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

〈
課
長
級
〉

新

氏

名

(

旧

)

マ
商
工
観
光
課
長
四
十
崎
慶
之

(
社
会
教
育
課
長
)

マ
水
産
課
長
島
崎
健
二

(
商
工
観
光
課
長
)

マ
議
会
議
事
課
長
飯
村
恭
三

(
教
委
総
務
課
長
)

マ
教
委
総
務
課
長
林
和
夫

(
水
産
課
長
)

マ
社
会
教
育
課
長
滝
川
清
一

(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
)

マ
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

古
川
武
二

(
議
会
事
務
局
主
幹
)

マ
学
校
教
育
課
長
池
本
隆

(
魚
津
教
育
事
務
所
指
導
主
事
)

(3) 
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市
で
は
昨
年
好
評
で
あ
っ
た
、
青
年
及
び
壮
年
を
対
象
に
し
た
海
外
研
修
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
海
外
研
修
事
業
は
、

9
月
下
旬
一
週
間
の
予
定
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共

和
国
、
タ
イ
王
国
の
二
ヶ
国
を
訪
問
し
、
各
種
施
設
の
見
学
、
交
流
会
等
を
通

じ
、
国
際
的
視
野
を
広
め
、
相
互
の
理
解
と
友
好
を
図
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
研
修
事
業
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
訪
問
国

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国

・
タ
イ
王
国

マ
派
遣
期
間

昭
和
臼
年
9
月
下
旬
(
約
1
週
間
)

マ
募
集
人
員

青
年

口

名

壮
年

2
名

マ
応
募
資
格

日
本
の
国
籍
を
有
し
、
魚
津
市
に
引

き
続
き
一
年
以
上
(
昭
和
回
年
4
月
1

』

F

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
中
国
庭
園

日
現
在
)
居
住
す
る
半
句

・
青
年
l
m歳
か
ら
初
歳
ま
で
の
男
女

(
昭
和
泊
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
ぬ
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
者
)

・
壮
年
l
出
歳
か
ら
何
歳
ま
で
の
男
女

(
昭
和
日
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
初
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
者
)

マ
欠
格
条
件

・
固
ま
た
は
、
地
方
公
共
団
体
等
の
行

っ
た
同
種
の
事
業
(
堅
青
年
の
船
、
市

青
年
海
外
派
遣
事
業
な
ど
)
に
参
加
し

て
海
外
渡
航
し
た
こ
と
の
あ
る
卓
司

・
大
学
(
大
学
院
、
短
期
大
学
を
含
む
)

ま
た
は
高
等
専
門
学
校
在
学
中
の
有

マ
応
募
条
件

-
身
体
強
健
で
協
調
性
に
富
み
、
本
事

業
の
計
画
に
従
い
、
規
律
あ
る
団
体
行

動
の
で
き
る
半
句

・
簡
単
な
英
語
会
話
能
力
を
有
す
る
者

・
帰
国
後
、
職
場
、
地
域
あ
る
い
は
各

種
団
体
等
に
お
い
て
積
極
的
な
活
動
が

期
待
で
き
る
有

マ
参
加
者
負
担
額

参
加
者
一
人
当
り
、
負
担
額
は
約
7

万
5
千
円
。
(
こ
の
ほ
か
渡
航
手
続
き
に

要
す
る
費
用
は
個
人
負
担
と
す
る
)

マ
募
集
期
間

昭
和
白
年
5
月
1
日
か
ら
5
月
お
日

ま
で
。

マ
団
員
の
決
定

選
考
委
員
会
で
選
考
を
行
い
、
団
員

を
内
定
し
事
前
研
修
を
修
了
し
た
者
を

団
員
に
決
定
す
る
。

マ
申
込
方
法

応
募
者
は
次
の
書
類
を
提
出
す
る
。

-
海
外
研
修
団
員
申
込
書

1
部

・
団
員
応
募
承
諾
書
(
事
業
主
等
)1
部

・
住
民
票
(
抄
本
)

1
通

・
健
康
診
断
書

l
通

・
写
真
(
白
黒
)

2
葉

(1
葉
は
申
込

書
に
貼
付
)

マ
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

魚
津
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

干
W
魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
印
ー
ー

(宮
②
2
2
0
0
内
線
3
0
8
)

街
厨
留
信
ア
ル
プ
お

zabb自
wm

昨
年
ロ
月
に
開
通
し
ま
し
た
北
陸

自
動
車
道
(
朝
日
1
滑
川
問
)
は
広

く
一
般
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
内
よ
り
高
速
道
路
に
入
る
に
は
国

道
八
号
線
魚
津
警
察
署
前
か
ら
魚
津

子
ン
タ
ー
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
ア
ク
セ

ス
道
路
を
通
行
し
ま
す
。

こ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
両
側
に
ユ

ニ
ー
ク
な
街
路
樹
と
し
て
リ
ン
ゴ
の

苗
木
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
古
く
か

ら
「
加
積
リ
ン
ゴ
」
は
魚
津
の
特
産

物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
高

速
道
路
の
開
通
を
機
会
に
旅
人
に
も

広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
道
行

く
人
々
の
心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
回
植
樹
さ
れ
ま
し
た
品
種
は
「
ア

ル
プ
ス
乙
女
」
と
い
う
姫
リ
ン
ゴ
と
、

こ
れ
に
接
木
を
し
た
「
赤
城
」
と
い

う
普
通
の
大
き
さ
に
な
る
2
品
種
で

す。
接
木
は
今
春
に
行
な
い
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
か
ぶ
せ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
袋

h
P
5
i
6本
間
隔
で
接
木
さ
れ
た
リ
ン
ゴ
の
苗
木

を
取
り
除
い
た
り
、
手
で
触
れ
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
ら
は
四
1
五
年
後
か
ら
春
に

は
可
憐
な
花
が
咲
き
、
暑
夏
に
は
涼

感
を
誘
う
濃
緑
と
な
り
、
秋
に
は
赤

く
色
づ
い
た
果
実
が
つ
い
て
四
季
折

折
の
風
情
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
「
リ
ン
ゴ
の
気
持
は
良

く
分
る
」
と
可
愛
が
っ
て
下
さ
い
。

(4) 

ー
魚
津
市
市
民
会
館
で
開
催
|

こ
れ
ま
で
富
山

・
高
岡
で
聞
か
れ

て
お
り
ま
し
た
県
民
大
学
校
が
、
今

年
は
春
季
講
座
と
し
て
魚
津
市
で
聞

か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
著
名

人
の
生
の
声
に
接
す
る
こ
と
の
で
き

る
絶
好
の
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

一
、
講
師
及
び
開
催
月
日

-
6
月
日
日

ω午
後
7
時
1

8
時
初
分

五
代
利
矢
子

(
生
活
評
論
家
)

「
質
の
高
い
暮
ら
し
を
求
め
て
」

.
6
月
お
日

ω午
後
7
時
1

8
時
初
分

松

原

泰

道

(
ナ
ム
の
会
会
長
)

「
人
間
復
興
」

-
6
月
初
日

ω午
後
7
時
1

8
時
初
分

小
田
切
秀
雄

(文
芸
評
論
家
)

「
夏
目
激
石
と
石
川
啄
木
」

ν

二
、
受
講
料
無
料

品
三
、
申
し
込
み
方
法

E

ハ
ガ
キ
又
は
電
話
で
次
の
こ
と
を

}

明
確
に
し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

一

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名

一

④
年
齢
⑤
男
女
の
別

⑥
職
業

品

②
電
話
番
号

E

申
込
み
を
受
理
し
た
方
に
は
受
講

一
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

四
、
申
し
込
み
先

魚
津
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

干
9
3
7

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
叩
番
1
号

宮
②
2
2
0
0
間
内
線
3
0
8
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一

昭

和

五

十

九

年

度

一

一
飲
酒
・
暴
走
運
転
追
放
一

一

県

民

運

動

実

施

中

一

期
間

1
4月
1
日
か
ら
印
年

3
月
引
固
ま
で
の
一
年
間

ス
ロ
ー
ガ
ン
ー
や
め
よ
う
と
め
よ
う
飲
酒
・
暴
走
運
転

今
だ
に
酒
の
み
運
転
者
が
減
っ
て
い
ま
し
ょ
う
。

ま
せ
ん
グ

飲
酒
運
転
追
放
に
ご
協
力

・
習
慣
や
因
襲
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う

く

だ

さ

い

。

に

し

ま

し

ょ

う

。

。
飲
酒
運
転
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
、

-
飲
酒
運
転
は
法
で
厳
し
く
禁
じ
ら
れ

い
ま
や
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
ば
か
り
で
て
い
ま
す
。
運
転
し
た
人
も
、
酒
を

な
く
「
く
る
ま
社
会
」
に
お
け
る
常
飲
ま
せ
た
人
も
処
罰
さ
れ
ま
す
。
何

識
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

よ
り
も
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と
り
の

特
に
若
年
層
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
自
覚
は
勿
論
、
全
市
民
の
ご
協
力
を

故

が

目

立

ち

ま

す

。

い

た

だ

き

た

い

と

存

じ

ま

す

。

-
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
が
特
に

多
い
こ
と
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

-
車
の
と
き
は
、
す
す
め
ら
れ
て
も
飲

ま
ず
、
ま
た
す
す
め
な
い
よ
う
じ
し

(( 

行
楽
期
に
お
け
る

交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

-
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
な
り
ま
す
と
、

冬
か
ら
開
放
さ
れ
気
候
も
よ
く
な
る

に
つ
れ
て
心
の
ゆ
る
み
が
ち
な
時
期

に
な
り
ま
す
。
毎
年
5
月
か
ら
夏
場

に
か
け
て
全
国
的
に
交
通
事
故
が
多

発
の
傾
向
に
な
り
が
ち
で
す
。

-
原
因
別

川
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ

ω飲
酒
運
転
及
び
暴
走
運
転

ω脇
見
運
転

凶
一
時
不
停
止

な
ど
に
よ
る
事
故
が
多
く
占
め
て
い

ま
す
。
特
に
悲
惨
な
死
亡
事
故
を
見

た
場
合
、
依
然
と
し
て
飲
酒
と
暴
走

運
転
が
多
く
全
体
の
過
半
数
以
上
を

占
め
、
富
山
県
で
は
会
薗
平
均
よ
り

も
大
巾
に
高
く
、
運
転
者
の
モ
ラ
ル

の
低
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
こ
そ
、
魚
津
市
内
よ
り
悲
惨
な

死
亡
事
故
や
総
て
の
事
故
を
出
さ
な

い
よ
う
市
民
総
ぐ
る
み
で
防
止
の
た

め
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

富
山
県
シ
ル
バ
ー
交
通

安
全
推
進
リ
ー
ダ
ー
の

委
嘱
に
つ
い
て

-
制
度

l
こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
の
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交
通
ル
ー
ル

の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
た
め
、
地
域

の
指
導
者
の
中
か
ら
、
高
齢
者
に
対

す
る
交
通
安
全
推
進
リ
ー
ダ
ー
を
依

頼
し
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
は

か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

県
主
義
化
の
目

【

ι

魚
簿
宮
市
で
隠

5
月

n
B

-
み
ん
な
で
守
ろ
う
住
み
よ
い
環
境
・

庭
に
持
ち
込
ま
な
い
。

厨
芥
類
は
埋
め

富
山
県
で
は
、

6
月
刊
日
を
県
土
美
る
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
の
創
意
と
工
夫

化
の
日
と
定
め
、
全
県
下
的
に
美
化
活
で
、
ゴ
ミ
を
出
さ
ね
よ
う
に
つ
と
め
ま

動
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
よ
う
。

魚
津
市
で
は
、

5
月
幻
日
を
県
土
美

化
の
日
と
し
、
川
を
美
し
く
す
る
運
動

の
推
進
に
合
わ
せ
、
地
域
ぐ
る
み
の
清

掃
美
化
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
町
内
会
を
中
心
に
、

み
な
さ
ん
の
周
辺
の
河
川
、
海
岸
、
道

路
、
公
園
等
の
環
境
の
美
化
保
全
に
つ

と
め
ま
し
ょ
う
。

集
め
た
ゴ
ミ
や
、
金
物
類
な
ど
は
、

市
で
収
集
し
ま
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け

収
集
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
集
積
し
、
初

日
の
午
前
中
ま
で
に
清
掃
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
5
月
初
日
は
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の

日
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
趣
旨
ご

理
解
の
う
え
、
ゴ
ミ
に
な
る
も
の
は
家

-
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
任
務

1
地
域
に
お

け
る
高
齢
者
の
諸
会
合
、
行
事
等
の

機
会
を
利
用
し
、
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
と
交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
講

話
を
す
る
も
の
で
、
将
来
交
通
安
全

教
室
の
開
催
や
、
高
齢
者
家
庭
へ
の

巡
回
指
導
な
ど
を
実
施
し
て
、
交
通

事
故
の
防
止
に
つ
と
め
る
も
の
で
す
0

・
昭
和
日
年
昨
民
の
富
山
県
シ
ル
バ
ー
交

通
安
全
推
進
リ
ー
ダ
ー
委
嘱
者
は
次

の
十
三
名
の
方
で
す
。

三
井
芳
久

l
魚
津
市
道
坂

林

清

作

l
魚
津
市
坪
野

大

島

幸

治

l

H

六
郎
丸

川
平
義
一
H
H

湯
上

豊

田

彰

1

六
郎
丸

藤

田

義

光

l

釈
迦
堂

奥

村

信

子

1

新
角
川

後
藤
元
子

l

経
田
中
町

牧

野

利

保
l

六
郎
丸

高

橋

清

憲

l

大
光
寺

佐
々
木
哲
男

l

六
郎
丸

瀬

川

益

弘

l

上
口

金

川

八

郎

1

本
江

/1 /1 /1 /1 /1 /1 /1 /1 /1 /1 

日
年
度
し
尿
く
み
取
り

手
数
料
収
納
(
集
金
)
委

託
者
の
ご
案
内

日
年
佐
民
の
し
尿
く
み
取
り
手
数
料
の

収
納
(
集
金
)
委
託
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
集
金
に
伺
い
ま
し
た
ら
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

。
浜
住
洋
子
。
高
橋
美
恵
子

O
油

本
ふ
み

O
朝
野
松
枝

O
法
原
ち
え

子

O
畠
山
和
子
@
増
田
敬
子

。
矢
野
久
美
子

O
寺
田
あ
い
子

。
村
上
清
作
。
中
島
尚
子
@
中
嶋

千
恵
子

O
小
林
晴
美

O
貫
和
ヤ
イ

コ

O
沢
泉
キ
ク
エ

O
中
田
信
子

。
宮
嶋
大
一

O
平
田
律
子

(5) 
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
食
習
慣
を
見
直
そ
う
、
保
健
指
導
員
、
一
口
医

学
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

劇
団
蜘
閣
閣
働
関
凶

肉
類
の
警
戒
の
し
す
ぎ
は

か
え
っ
て
マ
イ
ナ
ス

中
年
に
な
っ
て
も
肉
を
た
く
さ
ん
食

べ
ろ
/
と
い
っ
た
ら
成
人
病
世
代
の

人
た
ち
は
驚
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
肉

は
だ
め
、
魚
に
限
る
な
ど
と
が
ん
じ
が

ら
め
の
食
事
制
限
を
す
る
の
は
か
え
っ

て
マ
イ
ナ
ス
だ
。
こ
ん
な
ケ

l
ス
は
、

す
で
に
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
を
や
っ
た

こ
と
の
あ
る
入
、
動
脈
硬
化
の
進
ん
で

い
る
人
、
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
高

い
人
な
ど
の
場
合
だ
け
な
の
だ
か
ら
、

気
を
楽
に
し
た
い
。

H

肉
を
食
べ
る
と

血
圧
が
上
が
る
u

と
い
う
直
接
的
な
根

拠
は
何
も
な
い
の
だ
。

-
肥
満
が
心
配
な
ら
、
ま
ず
糖
質
を
減

ら
す
こ
と

ま
ず
、
肉
類
の
脂
肪
が
肥
満
を
助
長

す
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る

人
へ
。
熱
量
と
し
て
み
れ
ば
、
糖
質
(
炭

水
化
物
)
や
た
ん
ぱ
く
質
は
l

g
あ
た

り
4
カ
ロ
リ
ー
、
脂
肪
は
9
カ
ロ
リ
ー

だ
か
ら
、
な
る
ほ
ど
高
い
。
こ
の
数
値

を
と
ら
え
て
、
同
じ
量
を
と
れ
ば
脂
肪

の
ほ
う
が
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
肥

満
を
招
く
な
ど
と
勝
手
に
判
断
す
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
間
違
い
だ
。
肥
満
の

元
凶
は
、
ご
は
ん
、
パ
ン
、
め
ん
類
な

ど
の
穀
類
や
、
菓
子
、

清
涼
飲
料
に
含
ま
れ
て

い
る
糖
質
の
と
り
す
ぎ
。

つ
ま
り
、
や
せ
た
か
っ

た
ら
、
糖
質
を
ま
ず
減

ら
せ
、
で
あ
る
0

・
動
脈
硬
化
が
問
題
な

の
は
肉
類
を
と
り
す

ぎ
た
と
き

動
脈
硬
化
と
の
関
連

は
ど
う
か
。
飽
和
脂
肪

酸
の
多
い
動
物
性
食
品

の
血
液
供
給
量
を
ふ
や
す
働
き

を
す
る
。
さ
ら
に
、
血
小
板
が

血
管
壁
に
と
り
つ
い
て
血
栓
に

な
る
の
を
防
ぐ
働
き
も
あ
る
の

だ
。
つ
ま
り
、
脳
卒
中
や
心
筋

梗
塞
を
防
ぐ
働
き
も
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

ま
た
、
肉
は
魚
と
な
ら
ん
で

を
と
り
す
ぎ
る
と
、
血
液
の
中
の
コ
レ
重
要
な
た
ん
ぱ
く
源
な
の
で
、
中
年
を

ス
テ
ロ

l
ル
が
ふ
え
て
、
動
脈
硬
化
を
過
ぎ
て
か
ら
で
も
と
る
こ
と
が
大
切
。

促
進
す
る
の
は
事
実
だ
。
し
か
し
、
そ
日
本
人
が
一
日
に
必
要
と
す
る
動
物
性

れ
ほ
ど
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
く
も
た
ん
ぱ
く
質
は
約

ω
g。
サ
ン
マ
な
ら

な
い
人
が
肉
類
を
敬
遠
す
る
の
は
、
体

2
尾
、
牛
肉
や
豚
肉
な
ら
2
0
0
g、

に
と
っ
て
か
え
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
卵
な
ら
7
個
と
い
う
見
当
可
と
こ
ろ
が
、

お
そ
れ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
プ
ロ
ス
タ
実
際
に
は
こ
の
半
分
か
却
%
ぐ
ら
い
し

サ
イ
ク
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
は
、
肉
か
と
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
た

類
に
含
ま
れ
る
脂
肪
を
原
料
に
し
て
っ
と
え
高
血
圧
と
い
わ
れ
て
い
て
も
、
所

く
ら
れ
る
。
こ
の
ホ
ル
モ
ン
は
、
必
要
要
量
を
若
干
下
ま
わ
る
く
ら
い
に
制
限

に
応
じ
て
血
管
を
広
げ
、
そ
の
部
分
へ
す
る
だ
け
で
十
分
。
要
は
、
三
大
栄
養

た
ん
の
異
常

た
ん
は
気
道
か
ら
の
分
泌
物
で
、

健
康
な
人
で
も
少
量
は
出
て
い
る
の

で
す
が
、
気
に
な
る
ほ
ど
多
か
っ
た

り
、
ね
ば
ね
ば
し
て
い
る
、
お
か
し

い
色
に
な
っ
て
い
る
な
ど
の
場
合
は

要
注
意
。
た
ん
に
血
液
が
ま
じ
る
血
た
ん
は

風
邪
で
も
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
気
管
支
拡
張
症
と
肺
結
核
、

あ
る
い
は
中
年
す
ぎ
の
人
な
ら
肺
ガ

ン
の
疑
い
も
。

鉄
さ
ぴ
色
な
ら
肺
炎
、
黄
色
の
た

ん
は
肺
化
膿
症
や
肺
壊
痘
(
え
そ
)

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
泡
立
っ
て
い
る

た
ん
は
肺
水
腫
(
し
ゅ
)
の
と
き
に

多
い
。
も
っ
と
も
汚
れ
た
空
気
を
吸

っ
て
黒
色
の
た
ん
の
で
る
こ
と
も
あ

り
す
ぐ
病
気
に
結
び
つ
け
て
心
配
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
た
ん
の
性
状
に
よ
り
、

だ
い
た
い
の
病
気
を
見
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
略
疾
(
か

く
た
ん
)
検
査
を
受
け
る
の
は
よ
い

こ
と
で
す
。
こ
の
検
査
で
は
、
量
や

色
調
、
に
お
い
な
ど
の
他
、
顕
微
鏡

で
も
調
べ
ま
す
か
ら
、
確
実
に
診
断

が
で
き
、
原
因
に
な
っ
て
い
る
病
気

の
治
療
も
適
切
に
で
き
る
わ
け
で
す
。

検
査
は
一
回
だ
け
で
な
く
、
何
回
か

続
け
て
す
る
こ
と
が
多
い
。

素
で
あ
る
糖
質
、
脂
肪
、
た
ん
ぱ
く
質

を
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
か
が
問

題
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
気
に
な
る
と
い
う
人
は
、

な
る
べ
く
脂
肪
の
少
な
い
肉
を
選
ぴ
、

植
物
油
で
調
理
し
て
、
つ
け
合
わ
せ
に

野
菜
類
も
た
っ
ぷ
り
食
べ
る
よ
う
に
す

れ
ば
何
の
心
配
も
な
い
。

(6) 

。
保
健
指
導
員
が

会
守
念
。

u，
牟
AVlレ
弘
ん
。

市
で
は
、
国
保
の
被
保
険
者
の
保
健

指
導
を
中
心
に
活
動
す
る
昭
和
白
年
度

の
保
健
指
導
員
を
次
の
6
名
の
方
に
委

嘱
し
ま
し
た
の
で
、
訪
問
の
際
は
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
委
嘱
さ
れ
た
保
健
指
導
員

赤

石

富

子

友

道

宮
②
4
1
8
9

船

田

安

子

末

広

町

宮
②
4
3
8
2

高

松

好

子

浜

経

田

宮
②
4
3
1
5

山
田
サ
チ
子

天
神
野
新
宮
@
7
8
5
5

宮
坂
千
賀
子
大
海
寺
野
宮
②
4
1
6
2

窪
田
以
美
子
持
光
寺

宮
②
5
3
1
8

0
保
健
指
導
員
の
主
な
し
ご
と

保
健
指
導
員
は
、
多
受
診
や
重
複
受

診
、
多
病
家
庭
な
ど
を
訪
問
し
て
、
主

治
医
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
、
日
常
生

活
の
保
健
指
導
に
当
た
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
環
境
の
改
善
や
、
健
康

相
談
に
も
当
た
り
ま
す
か
ら
、
せ
い
ぜ

い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
保
健
指
導
員
は
、

必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
健
康
な
家
庭

生
活
を
確
信
で
き
る
よ
う
に
早
期
受
診
、

早
期
治
療
を
す
す
め
ま
す
か
ら
ご
協
力

く
だ
さ
い
。



広報うおづ

「
本
を
よ
み
な
さ

、，

P

い
」
っ
て
う
る
さ
く

ゐ
司
、
ぐ

J
F
d

い
わ
な
い
で
。

」
エ
内
向
い
}

4
F
h
v
e
j
'
h
t
 

家
で
、
お
と
う
さ

m
d
u
h
k

ん
や
お
か
あ
さ
ん
が

楽
し
そ
う
に
、
本
を
よ
ん
で
い
る
の
を
み

る
と
ぼ
く
も
、
本
を
よ
み
た
く
な
る
よ
。

そ
れ
な
の
に
、
自
分
は
本
を
よ
ま
な

い
お
と
な
に
か
ぎ
っ
て
、
「
本
を
よ
み
な

さ
い
ノ
本
を
よ
み
な
さ
い
ノ
」
っ
て
い

う
ん
だ
ね
。

自
分
の
や
ら
な
い
こ
と
を
、
子
ど
も

に
お
し
つ
け
な
い
で
。
よ
み
た
い
と
き

に
は
、
ぼ
く
だ
っ
て
よ
む
さ
。

(
渡
辺
茂
男
)

こ
れ
を
読
ん
で
心
当
た
り
の
あ
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
の
読
書
で
た
い
せ
つ
な
こ
と

は
、
本
を
無
理
に
お
し
つ
け
て
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
こ
に
、
子
ど
も
を
読
書
ぎ
ら
い
に

す
る
十
か
条
を
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

1
、
一
時
に
大
量
に
本
を
買
い
与
え
る
。

2
、
た
め
に
な
る
本
で
す
よ
!
と
道
徳

昭和59年 5月1日発行あなたと市政をむぷ

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/

5
月
の
お
し
ら
せ

8
日

ω
ニ
ど
も
会

-
お
り
が
み
で
つ
く
ろ
う
ノ

.
え
い
が
3
じ
初
ぷ
ん
1
4
じ
初

ぷ
ん

引
日
伺
え
い
が
会

.
と
う
き
ち
と
む
じ
な

4
じ
1
4
時
ぬ
ぷ
ん

い
ず
れ
も
、
と
し
よ

か
ん
視
聴
覚
室
で
。

を
押
し
つ
け
る
。

3
、
読
ん
だ
あ
と
、
感
想
を
強
い
る
。

4
、
能
力
よ
り
程
度
の
高
い
物
を
読
ま

せ
る
。

5
、
本
を
読
め
l
と
口
う
る
さ
く
言
う
。

6
、
親
は
読
書
せ
ず
、
子
ど
も
に
の
み

霊
園
を
す
す
め
る
。

7
、
本
を
読
む
な
ら
、
勉
強
し
な
さ
い

と
、
読
書
と
勉
強
を
き
り
は
な
す
。

8
、
マ
ン
ガ
、
雑
誌
類
は
い
っ
さ
い
禁

止
し
て
、
良
書
の
み
与
え
る
。

9
、
子
ど
も
の
選
択
は
許
さ
ず
、
す
べ

て
親
が
与
え
る
。

叩
、
友
だ
ち
と
の
本
の
交
換
安
巷
盃
9
る。

こ
れ
だ
け
実
行
す
る
と
、
子
ど
も
は

本
を
読
ま
な
く
な
り
ま
す
。

1
日
か
ら
凶
日
ま
で
は
、
ニ
ど
も
の

読
書
週
間
で
す
。

お
し
つ
け
で
な
い
。
よ
い
琶
書
環
境

を
つ
く
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

本
の
借
り
出
し
は
、
ひ
と
り
3
冊
2

週
間
で
す
。

川

柳

教

室

開
催
の
お
し
ら
せ

5
月
口
日
附
午
後
1

時
加
分
j
午
後
4
時

魚
津
市
立
図
書
館

「
風
」
「
雑
詠
」

二
句
づ
っ

食

講

師

脇

坂

正

夢

先

生

川
柳
を
は
じ
め
た
い
方
、
朗
読
録
音

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

古
と

き

合
と
こ
ろ

古

兼

題
休
館
日
変
更
の
お
し
ら
せ

都
合
に
よ
り
左
記
の
と
お
り
休

館
日
を
変
更
い
た
し
ま
す
。

5
月
6
日
制
開
館

5
月
7
日
間
休
館

グ
子
ど
も
の
広
場
4

へ
集
合
グ

一
こ
ぱ
と
児
童
セ
ン
タ
ー
…

宮
(⑪

2
4
0
2

児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
に
健
全

な
遊
び
を
与
え
て
、
そ
の
健
康
を
増

進
し
、
情
操
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
施
設
で
す
。

ー
1
1
5

月
の
お
知
ら
せ
|

|

〔
子
ど
も
の
日
の
集
い
〕

5
日
出

映
画
会
「
お
こ
ん
じ
よ
う
る
り
」

日
時
ぬ
分
1
・
4
時
i

去
る
3
月
M
日

ω午
後
1
時
初
分
か

ら
市
役
所
に
お
い
て
、
青
少
年
育
成
魚

津
市
民
会
議
の
お
団
体
か
ら
%
名
が
参

加
し
て
臼
年
度
市
青
少
年
健
全
育
成
普

及
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
、
「
の
ぞ
ま
し

い
親
子
の
ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
各

小
学
校
か
ら
標
語
募
集
し
た
捌
点
の
内

次
の
入
賞
作
品
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
大
会

2
時
i

〔
け
ん
玉
検
定
〕

6
日

・
初
日
制
2
時
i

〔ゲ
l
ト
ボ
i
ル
教
室
〕

日
日

-
U
日
附
4
時
l

〔
ぬ
り
絵
会
〕

日
日
・
お
日
幽
4
時
i

〔
母
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
製
作
〕

ロ
日
出
l
時
初
分
i

〔
映
画
会
〕
初
日
岡
山
時
初
分
i

「
銀
河
鉄
道
則
」

「
神
秘
な
世
界
と
の
出
合
い

し
ん
き
ろ
う
」

青
少
年
健
全
育
成
普
及
推
進
大
会
入

賞
作
品

ロ
最
優
秀
賞

・
明
る
い
家
庭
み
ん
な
が
し
ゅ
ゃ
く

経
団
小

三
年
朝
野
わ
か
子

ロ
優
秀
賞

-
大
き
な
手
小
さ
な
手
か
わ
す
あ

く
手
に
明
る
い
え
が
お

西
布
施
小
三
年
藤
森
よ
し
ひ
と

・
午
後
八
時
こ
た
つ
会
議
の
幕
が
あ

き

坪

野

小

五

年

島

沢

友

憲

・
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
こ
た
つ
で
語
る

む
か
し
話
し

上
中
色
町
小
四
年
吉
崎
和
恵

・
テ
レ
ビ
よ
り
親
子
で
話
す
明
る
い

家
庭

道

下

小

三

年

竹

内

昭

・
ま
ず
話
そ
う
今
日
の
出
来
事
お
た

が
い
に
村
木
小

五
年

森
田

勝

〔
車
球
大
会
〕

幻
日
制
2
時
i

(7) 

マ
毎
週
の
行
事

土水火 HB U 

お 卓 児佑ラでクずで子親怠ぷ

{T 
り球
m 事
教 教

室室
名

時31 時411131時0 0 

ー-j

時

時30分1 間
分

※
行
事
に
つ
い
て
の
参
加
申
し
込
み

ゃ
お
問
い
合
せ
は
児
童
セ
ン
タ
ー

へ。
〈
休
館
日
〉

3
日

・
7
日
-
U
日

・

幻
日

・
お
日
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み
ん
亀
の

ま.漏

E
V

H
弓
道
教
室受
講
生
募
集
H

勺
道
教
室
が
次
の
日
程
で
聞
か
れ
ま

す
。
精
神
修
養
に
は
も
っ
て
こ
い
の
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
特
に
初
心
者
を
歓
迎
し

ま
す
の
で
、
弓
に
親
し
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
方
は
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ

マい
日 。

時

5
月
辺
日

ωか
ら
7
月

μ
日

ωま
で
の
毎
週
火
曜
日

午
後
6
時
初
分
1
8時
初
分

弓
道
場
(
総
合
体
育
館
温
水

プ
ー
ル
横
)

マ
受
講
料
一

、
0
0
0円

マ
募
集
人
員
男
女
各
日
名
(
定
員
に

な
り
次
第
〆
切
り
ま
す
)

マ
場
所

マ
申
込
先

総
合
体
育
館
(
宮
幻
|
1
2
6
3
)

ま
た
は
(
午
後
6
時
以
降
i
小
坂

・

8
n

|
O
5
8
1
)

へ
。

マ
そ
の
他

道
具
は
、

一
切

そ
な
え
つ
け
が

あ
り
ま
す
か
ら

個
人
で
用
意
す

る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

霊
気
楼
口

l
ド
に

健
脚
を
競
う
/

第
4
回
健
康
魚
津
霊
気
楼
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
は
、
県
内
外
か
ら
一

、
三

五
二
名
の
選
手
を
迎
え
、
盛
大
裡
の
う

ち
に
閉
幕
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
交
通
規
制
等
で
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
多
大
な
ご
造
成
宮
乞
お
か
け
し
、

ま
た
、
ご
協
力
を
得
ま
し
た
こ
と
を
紙

面
上
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
各
選
手
に
対
す
る
暖
か
い

ご
声
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
当
大
会
に
つ
い
て
、

市
民
各
位
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

-
第

4
回
大
会
出
場
人
数

・
参

加

者

総

数

一
、
三
五
二
名
(
四
都
府
県
)

・
県
外
参
加
者
数
二
二
六
名

・
県
内
参
加
者
数
七
七
八
名

・
市
内
参
加
者
数
三
四
八
名

学
校
体
育
施
設
(
凶
校
時
施
設
)
の

夜
間
開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。
開
放
時

間
は
、
午
後
6
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で

の
間
で
す
。
皆
さ
ん
の
身
近
な
ス
ポ
ー

ツ
活
動
、
健
康
-つ
く
り
の
場
と
し
て
積

極
的
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
申
し
込
み
方
法
は
広
報
4
月
号

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
自
動
車
で
の
利
用
の
場
合
は
、

当
該
校
正
面
の
駐
車
場
を
利
用
願
い
ま

す
。今
年
度
の
各
校
管
理
指
導
員
は
、
次

表
の
と
お
り
で
す
。

あ
な
た
の
体
力
e

つ
く
り
の
場

学
校
体
育
施
設
の

夜
間
開
放
を
/

昭和59年度学校体育施設開放管理指導員名簿
校名 職名 日程日 氏 名 君主 目 開放日数

部学校酉中休育館

火 大 I;.'J 信行 ノてド ミン トン
水 山下孝敏 子 ノてレ ーー，寸て一一 Jレ
オミ 平-嬰J' fu!，( ~手 ノ〈ド ミン ト ン

200臼
ヨ三 金 'I¥'i'; i'N. 欣古 4次 庭
二七 ノj、経E H 1:1 対ミ

士ー l刻井 送主 主主 渇ミ

部学キ西中交グラウンド

月 千 四雄 三 ソフトボール

火 高野治男 舟ナ y カ

オt 宮坂 努 ソフトポ ー ル
200臼

オミ 中村蒋久男 '1次 王℃ 野f' 局主
金 高木ヲ苦手口 ソフトポ ー ル

主 1二 二二 JII 1I三 下.'J. ソフトボール

校東部学中ラウグンド

月 t手 ift長 寛 ソフ ートボ ー ル

ヨ三 *- E日 キ寸 Jii..t 刻主 ソフトボール
オt 言子 山r.t m ;1次 王℃ 嬰f' I.:j( 150日
木 浜田 問Ij +ナ y カ

金 松本明 夫 ソフトポ ー ル

ゴニ 川 l孝 正治 ソフトポ ー ル

村木小学校体育館

三三 月 棚情 正日 併よ 道

*- #~回辰雄 J.?i_ I.:j( 

水 山内和代 ノ〈レ ーー オてーー Iレ
200日

オミ q=r ì~l 歩主主It弓己 艶 美 4司正 J当主
金 県田辰雄 生::.- I.:j( 

j二 浜田 実 レクリ工ーション・バドミントン

古体 月 野村 昌 f恋 ノ〈レ ーー オて 一一 Jレ

島
サ宅 まi. 1:ゐ 紘 車. 対E
水 野村松 夫 ノ〈レーーオて一一 Jレ

小育 オt 米山手口夫 ←t:i_ 瑚ミ 200日
AヲLーι オミ

石塚I;]j 利 夫 レクリエーーション

校館
ヨ三 金 谷 勝 ノてドミ ントン

1ニ 阿部 啓 レクリエーション

(8) 

経校 月 !:VJ 野文 rfi レクリエーーション

団体
オく 長谷川 道代 ノてレーポール

小学育館

オt E日 Eド 討・j- ifi ノてドミントン 200日
金 r5 JII 車己 刻主 空 手

ヨ三 ゴム 中村 呂 キ平 ←t! ~ ーー 対E

大体 1守 工 llti 普 ヨ作 レクリエーーショシ

町 火 念谷宇IS 男 .!!・i. 対ミ

小育
主 木 北野 手芋: 保 “，!・i 渇ミ

200日
金 オt 苦手 Eぬ ノ〈レ ー ポ ー ル

~ 二七 1Jf.J保体昭彦 ノてドミントン

校館 ゴニ 保安ギ:三 ノてドミントン

火 結坂一郎 バレーボール他

主 水 伊 11，誕秀志 ノてレーポール
150臼

オミ 機 工:)J ノてドミントン
ゴム ノj 、1Ir.~ 長・夜・ ノてドミントン

{主校 月 JlI 山奇 ヲき UJ=J バレーボール・パスケ γトボール

吉体 *- 北山 J順 子 ノ〈レ ーー，寸てー- }レ

小育
主 オ三 河岸 勉 レクリエーションf也 150 日
オミ 十T ぷ.: ~~~ ノてド ミン トン

学館 金 鈴木女乃子 ノ〈レ ー ボール

上不学官枝体育館

:k 怖田正方: バスケットポール・バレーボール

火 山崎 昌 弘 [;1 局ミ f也
オミ 今井義範 ノてドミ ントン

100日
オミ 水尾和 子 ノてレ ーー オて一一 Jレ

ヨ三 ゴ二 思回 IlJrr 主E正 I.:j( 

ゴ二 赤坂信子 ノてレ ーー オ~ - )レ

上聖:学同枝体館

水 平塚優祖 』キ1Ejトノ〈ド ミン トン
水 宮坂秀樹 !_~主 羽ミ ・ ノ 〈ド ミン トン

オt 井村栄 子 ノてレーーオてー- }レ
100日

木 宮坂忠彦 ノてレ ー ボ ー ル

主
金金
IJR 英男 卓 球 ・バドミントン
永田源作 玉;主羽ミ ・ノ〈ドミントン

西布施校小学体育館
オミ キ寸 :}* f依 バレ ー ポ ール

主 金 .m.j 強之 ノ〈ド ミントン 100日
ゴ二 大森 正 利 バレーボール

松小学合校体育館
ヨ三 オミ 守手 口 :ii!: 7-主 !::I 局主

ゴ二 松永 昌 t止 ノ〈レ ー ポ ー ル 50日

ゴニ 河崎波i-'l!子 ノ〈レーボール

坪学野小校体育館

主 火 出河茂雄 主与 局主
火 n・f 河純夫 ノてドミントン

50日
j二 行'f 伊J *'芭チξ レクリエーション

ゴ二 1;ゐ がて fllJ q=r バレーボール

学片小民校体育館

ヨ三 火 小林忠 志 ノてドミントン

火 佐々木秀高 ノ〈ドミントン
50日

j二 中 キ寸 勉 バレーボール

1ニ 大江 実 ノてレ一一，寸てー- }レ

制ノ天j、1 あと ヨ三
オく i'l< 回 l場 弓三 卓. 羽ミ

50日
ゴニ 1誕l 口 宇IS 子 ノてドミント ン 他Z
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5
月
の
ス
ポ
ー
ツ
こ
よ
み

27 20 13 12 8 6 5 と
臼 日 日 日 日 日 日
(11) (1-1) (11) 仕立 (火) (FI) 臼立 き

ト経
ボト 力梢日 市 1 jm: 走lや木I 

TJ1b 車金星会入借 大ル会主市迎ノJτ 
ポ第

士会学桂春季体育市中

暮会I#J北日
大会ル1地キオ区ゲ1ドf ルl校高/ て 年リ|球市聖子

ボ回 春 ル下 1 8 行ユ
1 j也 ル1j区也 を~f本二ζ・ 大会地区 ろ 1区1包

大会ル 壮年回
車球オ間竪大月予E 春季大会 ケスッ

ル区 グス

大~ミh 春ーフョ~ 大~与元 」jELコL 4 
卓 、ノ 会つ フ レ

l日3ihIZ司Rポッ1 
弓手

現主 フ ア 予選市 パ
、ノ

、ノ 、ノ 大 ト 『、、 ボ フ ト ト 名
フ フ ~ 、 ボ リ レ ト ボ ボ ~' 

校高魚i11! 
校新高)11 館合体育舵 ウンド 東中グ

路海岸道 輯融合体育 館総体合育 ウンド 束中グ 桂西学東中 球司場R 王 桂学村オ史 館融合体育
地公 早月 と

ヨ二 闇縁川
業 フ フ ろ

ー

6
月
の
歩
-
で
つ
会
|

6
月
の
歩
こ
う
会
は
、
坪
野

・
鹿
熊

方
面
へ
行
き
ま
す
。
電
鉄
魚
津
駅
発
、

午
前
8
時

ω分
の
パ
ス
で
行
き
、
坪
野

l
鹿
能
…
城
祉
1
鹿
能
…
と
歩
き
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
8
時
加
分
ま
で
に

電
鉄
魚
津
駅
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

〈
昼
食
持
参
〉

緑
を
食
い
荒
ら
す
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ
の
発
生
す
る
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
も
緑
の
大
敵
を
撲
滅
し
ま
し

ょ
う
。
防
除
は
、
と
な
り
近
所
が
共
同

し
て
行
う
と
大
変
効
果
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
家
の
周
辺
の
樹
木
に
幼
虫
が

発
生
し
て
い
な
い
か
よ
く
見
て
く
だ
さ

い
。
発
生
し
て
い
た
ら
、
次
に
よ
り
防

除
し
ま
し
ょ
う
。

。
巣
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
切
り
取
っ

て
葉
の
裏
や
、
く
も
の
巣
状
の
中
に

い
る
幼
虫
を
一
ぴ
き
残
ら
ず
焼
き
捨

て
る
な
ど
の
処
置
を
す
る
。

⑧
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
年
二
回

桃
山
運
動
公
園
起
工
式

市
制
施
行
初
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
計
画
し
た
桃
山
運
動
公
園

は
、
運
動
施
設
と
公
園
施
設
を
備
え

た
も
の
で
、
今
後
、
長
期
に
わ
た
る

一
大
継
続
事
業
と
な
り
ま
す
が
、
今

年
か
ら
本
格
的
工
事
に
着
工
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
工
事
の
安

全
と
早
期
完
成
を
祈
願
し
て
、
次
の

と
お
り
起
工
式
を
行
い
ま
す
。

マ
日
時

6
月
2
日

ω

マ
場
所
桃
山
運
動
公
園

発
生
し
て
、
一
期
に

一
ぴ
き
二
千
個

の
卵
を

ω
i
mか
所
に
分
散
し
て
産

卵
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
「
サ
ナ
ギ
」

の
ま
ま
越
冬
し
、
5
月
上

・
中
旬
に

羽
化
し
て
幼
虫
と
な
り
、
か
き
、
さ

く
ら
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
等
に
大
き
な
被

害
を
与
え
ま
す
。

「
け
む
し
」
が
樹
木
に
広
が
っ
た
ら
、

薬
剤
散
布
で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

。
防
除
期
間
は

・
一
回
目
が
6
月
上
旬
1
7
月
上
旬

.
二
回
目
が
8
月
上
旬
1
9
月
下
旬

防
除
方
法
は
噴
霧
機
で
け
む
し
に
か

け
る
。

。
大
き
い
け
む
し
に
は
D
E
P
乳
剤
千

倍
液
(
乳
剤
削
∞
に
水
川
リ
ッ
ト
ル
)

。
小
さ
い
け
む
し
に
は
D
E
P
乳
剤
千

五
百
倍
液
(
乳
剤
削
∞
に
水
問
リ
ッ

ト
ル
)

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
が
発
生
し
た

場
合
、
そ
の
発
生
虫
を
市
農
政
課
へ
持

参
さ
れ
た
方
に
確
認
の
上
、
薬
剤
は
無

料
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
防
除
機
械
の

貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
申
込
み
は
、
5
月
幻
日
か
ら
、

市
役
所
農
政
課
(
内
線
制
)
へ
ど
う
ぞ
。

市内小学校へのご寄付〈敬称略〉
学校名 寄付者氏名 1111 目

!:i: ~'i 小 学校 昭和58年)~:r.業生一向 J鼻立問ニ而111t』u1i; --- l 
1'i(i入り航空写 ・ぃ・・・・…・ l

本江小学校 昭和58年I~:r.業生一同 ナショナルビT オカメラV2-90"I 

西布地小学校 昭和15昨I~:r.~生ーI可
.ft，!IihJ.I.¥tli..................... ・・・・・ l
3克

上野方小学絞 昭和58年/~卒業生-Jiil 陳列ケース

Bg 手1158年/~:r.業生一向
i函風式パイプテ ント・・H ・・・・・・・ l 
テープルクロス ・・ ・・ l

小西 京おヱ I"! 航~1H.t:入りスチール古(iぷち・・ l

続問小学校
ぬ1 l!!l ~r 九谷焼つ'1"

続問小，'t校校下干I志一 IFtJ1i「!ikfUFIEFHA14u 
同 代表制軒高f，!j[ 自白 書;:1也」

*，t m小~ï:校校下1r;t.一
テント・ 11U 

間代表 9)!'f平9J

昭和58年度:r業生一閃 テント I 11~ 

昭和58年度~!小v 業 ~I:. テント ................ 51U 
友[IJ 子

1本Tì館のステ ージ~;"'" ... ..... I式
テント 5 ';l~ 

大BIJ小学校 長テープル 20fi 
iii( fi・・ l式

大町小t学校ff友会 ワゴン11( 4 fi 
ポールかご 4 
マ yト 7 
銚狩i ....... 2 ti 
l氏3士体 1 *Il 

)'，・ R 小 '学 校会 ポータブルカラーカメラ・ ....1 
術品充 ~袋 11

)'，貝 'J、さt校
谷 - M[ 薬品五，1，胤圧，1!........... ・・各 l

昭和58年度.'{窓生-fil! 紋 ~~ ..・.....

市
民
の
た
め
の

教
養
セ
ミ
ナ
ー

前
期
開
講
の
お
知
ら
せ

マ
A

コ
l
ス

古
典
文
学
を
読
む
会

5
月
勾
日

ω開
講

ロ

回

毎
週
火
曜
日
夜
7
時
1
8
時
半

講
師
春
日
利
比
古

ヘ
洗
足
学
園

J

F

魚
津
短
期
大
学
助
教
授
」

「世
間
胸
算
用
」
(
井
原
西
鶴
)

を
影
印
本
で
読
む

マ
B
コ
l
ス

近
代
文
学
を
読
む
会

5
月
お
日
働
開
講

毎
週
金
曜
日
夜
7
時
1
8
時
半

講

師

八

木

光

昭

¥
洗
足
学
園

J

r
魚
津
短
期
大
学
専
任
講
師
」

「近
代
短
編
集
明
治
・大
正
篇」

(
潮
文
庫
)
を
読
む

マ

場

所

サ

ン

ル

l
ト
魚
津

マ
受
講
料

ロ
回
分
三
、

0
0
0円

マ
締
切
日

5
月
幻
日
間
ま
で

(
多
数
の
場
合
は
先
着
順
)

マ
申
込
先
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
・洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

マ

方

法

官

製

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
講
座
名

(
A

か
B
)
を
記
入
し
て
申
し
込
む

・
主
催
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

・
後
援
魚
津
市
教
墓
曇
・サンル
1

ト急

(9) 
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だより偏見〉

5
月
の
休
日
診
療
医

緑

町

宮

@
4
5
7
8

大
光
寺

宮

@
1
5
6
7

鴨
川
町

宮

@
5
7
8
0

本

町
宮

@
3
9
1
2

吉

島
宮

@
0
1
0
0

中
央
通
り

宮

@
0
3
9
9

本

江
宮

@
0
7
4
5

問い合わせはft22-2200C内線231)
九
一
同
一
附
一

早
川
病
院

5
日
一
回
一
時
限
鰍
ヶ

6
日
一
間
一
深
川
病
院

日
日
一
冊
一
船
崎
医
院

初
日
一

同
一
堀
井
医
院

幻
日
一

岡山

一
桝
崎
医
院

九
時
一
日
一
松
井
医
院

5
月

一A
V
一
夏
目
歯
科

3
日
一

例
一
医
院

5
日
一

出
一
郎
酬
歯
科

i
1
一
首
一
赤
祖
父
歯

f
E
一
任
一
科
医
院

3
1
一功
一
山
口
歯
科

l
f
-
u
一
医
院

0
3
一
時
一
奥
川
歯
科

2
f
一任
一
医
院

7
1
一功
一
竹
島
歯
科

2
E
一任
一
医
院

6
月

一
9
-
奥
村
歯
科

3
日

一任
一
医
院

新
金
屋

宮

@
1
2
1
6

上
村
木

宮

@
0
1
0
3

鴨
川
町

宮

@
0
0
3
1

上
村
木

宮

@
1
2
5
5

金
浦
町

宮

@
0
0
9
0

本
江
新
町

宮

@
5
3
3
8

吉

島
宮

@
5
7
5
7

今
月
の
標
語

血
が
通
う

母
乳
で
育
つ
健
康
児

※診療時間は、いずれも午

前9時から午後5時まで。

内 噌n!茸田・ 対 象 と き と ー ろ 備 考ー

3か月児健診 3か月児
5月10日(桐 13:00-14:00 

5月24日(柑 13 : 00 -14 : 00 

8か月児健診 8か月児
5月11日幽 9:00-10:00 

6月 1日幽 9:00-10:00 

1歳 6か月児健診 57年10月生まれの幼児 5月23日ヤ同 13:00-14:00 
魚津保健所

麻しん(はしか)の接

56.4.16-56.4.30生まれの幼児 5月 2日制
種券を発行します。

3歳児健診
13:00-14:00 原の検査があります。

56.5. 1-56.5.15生まれの幼児 5月16目。同 13:00-14:00 

母 親 学 級 妊婦とその家族 5月18日幽 9: 30-16: 00 -・・・・・・・・・・・・・・・・ーーー・ーーーーーーーーーーー→ 母持子親制学く級は畳食をご

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 5月25日働 9 :00-12: 00 ーー・ーー・ーー・ーーーーーーー・ーーーーーー・・ーー・ーーーー→
約参 ださい。

心の健康相談 一般市民 5月15日(刈 13 : 30 -15 : 00 ーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーー--;惨老人ボケの相談も受けます。

健 康 相 談 一 般市民
5月17日付命 13 : 00 -15 : 00 魚津市役所保健室 血圧測定・検尿・心電図・診察

5月 8日(火) 10 : 00 -11 : 30 百 楽 荘

機能訓練 脳卒中後遺症のある人
5月10日(柑 10 : 00 -15 : 00 百 楽 荘 陸~ Mî l7)宮会努寄 l11:3〈:5oo月-101 5日: o〉o 

〈リハビリテーション〉 5月17日(柑 楽 荘
政学療法士の訓練は

10 : 00 -15 : 00 百 10:00-11 :30まて・

毎週月曜日 10 : 00 -11 : 30 道下公民館

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 村木公民館 -体操の出来る服装

健 康 体 操 一 般市民
毎週水曜日 10 :00-11: 30 相ノ木公民館 でおいでください。

毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 大町公民館 -日を定めて健康相

毎週月 ・木曜日 9:30-11 :00 経団公民 館 談 をしています。

毎週月 ・木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館

5月10日(村 9:00-10:00 大町公民館

5月17日(柑 9:00-10:00 大町公民館 139射で1.5回同

胃がん検診 一 般市民 5月30日(7Jq 9:00-10:00 西布施公民館
料金 40-69歳...ー..500円

6月 5日ω
但し50・51歳一無料

9:00-10:00 天神公民館 70歳以上ーーー無料

6月 6日令同 9:00-10:00 魚津生活改善センター

5月9日(柑 13 : 00 -14 : 00 大町公民館

5月28日(月) 13 : 00 -14 : 00 大町公民館
子宮がん検診 一般市民 料金 30-69歳……400円

5月30日か同 13 : 00 -14 : 00 西布施公民館 70歳以上一一一無料

6月 6日付。 13:00-14:00 魚津生活改善センター

5月9日(水) 13:00-14:00 魚津生活改善センター

乳がん検診 一般 市 民 5月28日(月) 13 : 00 -14 : 00 大町公民館 料金一一一一1，100円

6月 6日令同 13 : 00 -14 : 00 魚津生活改善センター

5月25日働 13 : 00 -15 : 00 蛇回公民館

5月29日(刈 9:30-11 :30 黒沢 公民館

5月29日(刈 13 : 00 -15 : 00 長引野公民館 -受診票は必ずご持

5月30日ヤ同 9: 30-15:00 西布施公民館
参ください。

イ主 民 検 吾日必~、 一 般市民
6月 1日幽 坪野小学校 -健康手帳を持って

〈結核と成人病検診〉
13 : 00 -15 : 00 

いる方はご持参〈
6月 6日付。 9 :30-15:00 魚津生活改善センター fごさし、。

6月8日働 9:30-11 :30 鹿熊公民館

6月8日働 13 : 00 -15 : 00 旧白倉小学校

。。
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内 .w 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
5月7日(月) 10 : 30 -12 : 00 旧沢田青果あと

キッチンカー 5月 7日(月) 13 : 30 -15 : 00 大町公民館

栄養指導車巡回
一 般市民

5月 8日(刈 相ノ木公民館10 : 30 -12 : 00 

5月 8日(火) 13 : 30 -15 : 00 吉島市営住宅公民館

-第 1期=3回接種 13: 30-14 :00 魚 津 市民会館
-体温は自宅で計って

百日せき
4月実施日現在、2歳 該 当地区 きてください。
児で、 4月にl回接種 -母子健康手帳 ・印か

ジフテリア ずみの幼児。
5月 11日幽

村木 ・大町 ・本江 ・ んを持参ください。

予 -第2期=1回のみ接種 住吉 ・上野方・上中島 ※接種できない幼児

破 イ纂 風 第 l期を 2回-3回接 1 発熱 ・下痢、また

極終了児で、最終接種 道下 ・加積 ・経団 ・
は心臓 ・じん臓 ・肝

〈三種混合〉 臓疾患などのために
日後1年を経過してい 5月 17日(木) 片員・西布施・天神 ・ 治療している幼児。

防 る3歳児。 松倉 2. 接種前の1年症以状内をに、

13: 30-14 :00 魚津市役所
けいれん 起
したことのある幼児。

該 当地区 3. 過去において、こ
の予防接種により、

接 村木 ・大町 ・本江 ・ 副反応を起したこと
5月 15日(刈 のある幼児

ポ リ オ 生後 3か月から 18か
住吉・上野方・上中島

4.その他不、接種を行

道下 ・加積 ・経田 ・
うことが適当と認
められた幼児は接種

種 生ワクチン
月の聞に 2回実施。 5月 16日か']，) 片貝 ・西布施・天神 ・ できませんので、注

松倉 意してください。

⑧ポリオ生ワクチンと

受けなかった全地区 麻しんの接種間隔は
5月 22日(刈

の方
1か月をあけてくだ
さい。

市
で
は
、
H

す
こ
や
か
な
赤
ち

ゃ
九
を
生
み
育
て
る
。
を
テ
ー

マ
に
、
お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん

方
に
種
々
の
学
級
を
開
い
た
り
、

健
診
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
と
皆
様
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
同
名
の
地
元
の
母
子
保
健

推
進
員
が
各
{
丞
挺
を
訪
問
し
、

@
母
子
学
級
受
講
の
す
す
め

@
母
子
健
康
手
帳
の
検
診
欄

を
転
記

@
乳
幼
児
健
診
の
す
す
め

等
の
ほ
か
、
お
母
さ
ん
、
お
子

さ
ん
方
の
た
め
に
活
躍
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

成人病予防

の検診

氏 名 {主 所 電話 担当地区

松井秀子 住吉2908 24-4527 住吉・大町

北野伶子 新宿 3-25 24-2393 大町

浜住洋子 本町2ー 14-6 24-1023 大町

広見 豊美 鴨川町 2-10 22-5386 大町・本江

広田玲子 本江1413の 1 22-6334 本江

赤石 富子 友道1215-6 22-4189 本江

広田 操 大海寺野村148 24-6622 本江・上野方

船田安子 末広町 8-27 22-4382 村木

浜藤和子 青島667 24-2458 道下

勝岡かつみ 浜経団142 22-2889 経団

高松好子 浜経団17 22-4315 経団

伊東き くえ 横枕238 32-8185 力日 手責

寺崎喜美子 六郎丸2942-3 22-4752 力日 手責

山田サチ子 天神町'新647 31-7855 天神

本井よし美 小川寺2932 31ー7361 西布施31-7152 

小林晴美 島尻778 32-8558 片員

石田英子 浅生933 22-4740 上中島

黒崎トミ子 金山谷328 33-9380 松倉

〈昭和58年10月-60年 9月〉魚津市母子保健推進員
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
、
が

ん
等
、
加
齢
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
病

気
が
多
く
な
り
ま
す
。
壮
年
期
か
ら

食
生
活
な
ど
、
日
常
生
活
に
気
を
つ

け
、
定
期
的
に
検
診
を
う
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
予
防
が
可
能
で
す
。

5
月
か
ら
、
地
区
で
検
診
を
実
施

し
ま
す
か
ら
最
寄
り
の
場
所
で
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。

A'結
核
検
診
・・・・・・
四
歳
以
上
全
員
受

け
て
く
だ
さ
い
。

ヘ
但
し
、
妊
娠
し
て
い
る
人
、
学
校
や
J

f

勤
務
場
所
で
受
け
る
人
を
の
ぞ
く
」

av
成
人
病
検
診
・・・
ω歳
j
似
歳
ま
で

の
方
は
地
区
で
受
け

は山
歳
以
上
は
7
月

・

8
月
に
医
療
機
関
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

がはじまりますよ/

老
人
保
健
医
療

助
成
対
象
者
へ

老
人
の
医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
の
は
叩
歳
以
上
全
員
と
日
歳
か

ら

ω歳
ま
で
の
身
障
1
級
2
級
3
級
4

級

(
一
部
)
の
手
帳
を
有
す
る
方
が
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
次
の
場
合
は

必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

O
転
出

o転
居

O
転
入

O
死
亡

O
加
入
保
険
の
変
更
(
国
民
健
康
保
険

か
ら
社
会
保
険
へ
社
会
保
険
か
ら
国

民
健
康
保
険
に
変
っ
た
場
合
、
保
険

証
の
記
号

・
番
号
が
変
っ
た
場
合
)

O
届
出
の
際
必
要
な
も
の

保
険
証

・
印
か
ん

。1)
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ー
小
口
事
業
資
金

融
資
制
度

l

市
と
県
が
資
金
を
出
し
合
い
、
富
山

県
信
用
保
証
協
会
が
債
務
者
の
保
証
を

引
受
け
る
こ
と
に
よ
り
金
融
機
関
が
貸

し
つ
け
る
も
の
で
す
。

ω対
象
要
件

マ
市
内
で
1
年
以
上
同
一
の
事
業
を
引

続
き
営
む
も
の
。

マ
従
業
員
加
入
(
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

は
5
人
)
以
下
で
あ
る
こ
と
。

マ
県
税
及
び
市
税
を
完
納
じ
て
い
る
も

の。以
上
三
つ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る

方
で
す
。

ω限
度
額
及
び
利
率

一
件
に
つ
い
て
の
限
度
額
は
、
制
万

円
で
、
利
率
は
年
日
%
で
す
。

ω償
還
期
間
及
び
償
還
方
法

4
年
以
内
の
償
還
で
、
元
金
均
等
償

還
で
す
。

ω保
証
料

年
M
%
(
実
質
、
借
入
額
の
川
%
程

度
)
が
借
入
時
に
必
要
で
す
。

ω保
証
人
及
び
担
保

保
証
人
は
、
一
名
以
上
必
要
で
す
。

担
保
は
い
り
ま
せ
ん
。

ー
独
立
開
業
資
金

1

こ
れ
か
ら
独
立
し
て
事
業
を
始
め
よ

う
と
す
る
方
の
た
め
の
融
資
制
度
で
す
。

ω対
象
要
件

マ
魚
津
市
民
で
初
歳
以
上
。

マ
同
一
業
種
に
叩
年
以
上
勤
務
し
、
市

内
に
そ
の
事
業
を
独
立
し
て
開
業
す

る
も
の
。

ω限
度
額
及
び
利
率

設
備
資
金
の
場
合
捌
万
円
。
運
転
資

金
の
場
合
間
万
円
。
い
ず
れ
か
一
方

の
み
で
す
。

利
率
は
、
ど
ち
ら
の
場
合
も
年
U
%。

ω償
還
期
間
及
び
償
還
方
法

設
備
資
金
・・・
5
年
以
内
(1
年
据
置
)

運
転
資
金
・・・
3
年
以
内

償
還
方
法
は
、
ど
ち
ら
も
元
金
均
等

償
還
で
す
。

凶
保
証
料

年
M
%
が
借
入
時
に
必
要
で
す
。

ω保
証
人
及
び
担
保

保
証
人
は
、

2
名
以
上
必
要
で
す
。

担
保
は
、
必
要
に
応
じ
て
提
供
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み
の
受
付
け
又
は
問
い
合
せ
は

商
工
観
光
課
へ
ど
う
ぞ
。

市
で
は
、
各
種
の
高
金
利
で
お
困
り

の
方
や
、
生
活
、
教
育
、
結
婚
、
住
宅

の
新
築
、
増
改
築
、
購
入
等
の
資
金
が

必
要
な
方
の
た
め
に

「富
山
県
勤
労
者

一一日目

J
ド
む
ほ
山
れ
い
け

新
し
く
就
職
し
た

う
利
便

ιは
か
つ
て
い
ま
す
。

若

人

の

つ

ど

い

融
資
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所

マ
日
時

5
月
比
日
開
午
後
2
時

マ
場
所

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ

又
は
労
働
金
庫
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

ン
タ

l

視
聴
覚
室

だ
さ
い
。

今
春
学
卒
者
が
対
象
で
、
励
ま

問
い
合
せ
先

し
の
こ
と
ば
の
後
、
講
演
、
映
画

商
工
観
光
課
(
内
線
2
7
1
)

が
あ
り
ま
す
。
参
加
料
無
料

労
働
金
庫

宮
②
2
1
3
5

明

B
i
l
l
i
-
-
i
l
l
l
-
l
i
l
l
-
l
i
l
i
-
j
i
l
l
-
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
-
l
l
i
l
i
a
-
-
i
l
l
-
J

一

;
I
!
!
!
I
l

家
内
労
働
者

(主
と
し
て
内
職
を
し

。
働
く
環
境
を
整
え
、
健
康
の
確

一

一W
詮
除
草
生
3
勤
可
日
岡
町

信

4
4
d
r澄
'
ハ
闘
悶
色
岡
剛
胆
“

て
い
る
人
)
の
労
働
条
件
向
上
の
た
め
保
を
図
る
こ
と
。

一

=
、、g
v

『

I
l
l
i
-
-
i
l
l
l
-
S
I
l
l
i
-
-i
l
l
i
f
t
-
-
t
l
l
J

一

旧

一

pg一
。
{
高
労
働
手
帳
で
、
委

託

条

件

を

は

ま

し

ょ

う

グ

一

一

l'yU慎
重
一

っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
。

誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
仕
事
で
、

一

一

合
一

k
J
B
)，
m
一

へ
宍
〉
P
Z
P
J一
。
工
賃
は
、
現
金
、
不
月
以
内
に
支
高
収
入
が
得
ら
れ
る
「
う
ま
い
話
」
は

一

一

日

F
q王
侯
竹
一
寸
一

払
う
こ
と
。

普
通
あ
り
ま
せ
ん
。

一

“

2

一

〈

d
d
L一一

O
最
低
工
賃
額
以
上
を
支
払
う
こ
と
。

家
内
労
働
の
ご
質
問
、
ご
相
談
は
、

一

一

日

一

長

寸

一

。
危
険
重
量
に
つ
い
て
災
害
防
止
魚
津
労
働
基
準
監
督
署

(②
0
5
7

一

一

〈

「

i
l
l
l
Hし

を
図
る
こ
と
。

9
)
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

一

T
j
i
-
-
-
i
l
i
l
i
-
-
i
i
i
l
i
-
-
1
1
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
1
1
1
l
i
l
i
-
-
1
1
1・L

高
金
利
な
ど
で

お
困
り
の
方
ヘ

融資金額 融資期間 金利 保証料 担保 保証人

生 活 資 金 100万円以内 6年以内 年10.20% 年0.6% 不要 l名以上

結婚 資 金 200万円以内 /1 年 9.72% /1 /1 /1 

教 育 資 金 200万円以内 以ギE学後中10年据置以内 年 9.24% /1 " /1 

住 毛..... 資 金 1，000万円以内 25年以内 年 8.10% 年0.3% 要 原則と不し要て

勤労者生活安定資金 200万円以内 6年以内 年10.20% 年1.2% 不要 2名以上

" 1，000万円以内 25年以内 年 9.72% 年0.5% 要 l名以上

(12) 

労
働
講
演
会

次
の
要
領
で
労
働
講
演
会
が
聞

か
れ
ま
す
。
労
使
双
方
の
多
数
の

方
の
受
講
を
お
待
ち
し
ま
す
。

マ

日

時

5
月
お
日
側

午
後
1
時
初
分

魚
津
商
工
会
議
所

三
階
会
議
室

明
治
大
学
教
授

松
岡
三
郎
氏

「
就
業
規
則
、
労
働

協
約
の
問
題
点
」

無
料
商
工
観
光
課

(
内
線
2
7
1
)

マ
場

所

マ
講

師

マ
演

題

マ
受
講
料

マ
申
込
み
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⑧
⑥
⑤
⑮
 

-
児
童
手
当
を

受
け
て
い
ま
す
か

総番理号 募集職磁 年齢 性別 tt 金 校下 人員 資そ格の経験他

l 転フォ並ーびクにリ包フ装ト2工lf 50-57 男
JiPI 
道下 l フフォトー免ク治リ8.35-9.1 

2 化包 学製装品 30-55 男 13-15 道下 2 

3 製缶工 18-55 男 12.5-20 住吉 3 

4 運4t転ダン手プ 18-28 男 10-15 片貝 l 普 免

5 ρ邑u. 業 22-45 男 8-11 村木 2 普間半以上免

6 食肉加工員 30-50 女 10.5 天 神 2 

7 7組也立St-~ {証I11111 定品 16-45 女 9 道下 9 高卒限度

8 l以売買 18-30 女 9.1-9.5 村木 2 普日'/j1f平日¥J免支

9 事 務接客 20-40 女 7.3 加I.fi't 1 

10 美容 師 18-35 女 8 -18 村木 2 免人，優(11遇ある

く求人情報〉早急に人を求めていますグ

盤番理号 希望職種 年齢 性別 希賃望金 経験等 学歴 資 格

l 自動車控備 32 男
Ji円
営業 13年 高卒 大!?!免16 

2 illiJ 量 28 男 18 illiJ量 2年 高卒 普討!IJ 1 .. 1 ゴ免二

3 土木管 理 60 男 15 理土Jl木施行16年管 間平i小 2級土木管理

4 食又は堂単1苫労工貝 47 女 9 食堂庖 員 中卒

5 単労工 43 女 8 旅館従業員 中卒

6 事務員 22 女 8-9 レジ 5年 高卒 普 免

7 建築設計 29 女 12 建築設5年計 線卒大 珠l鈴級3建級築・普士免

8 看護 婦 20 女 10 看謹婦1年 高卒 普肴 2護 婦免

9 

10 
L ←ー

く求職情報〉緊急に職を探していますグ

0
受
給
者
名
義
の
普
通
預
金
口
座
番

号
0
受
給
者
の
加
入
し
て
い
る
年
金
記

号
番
号
(
証
明
書
用
紙
は
社
会
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
句)

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
現
況
屈
は
、

8
月
で
す
。

-
近
く
に
お
友
達
が

い
ま
す
か
?

つ
く
し
学
園
で
は
、
乳
幼
児
健
診
な

ど
で
発
育
の
遅
れ
な
ど
が
心
配
さ
れ
る

お
子
さ
ん
や
、
友
達
へ
の
関
心
の
う
す

い
お
子
さ
ん
へ
の
家
庭
で
の
か
か
わ
り

方
、
集
団
参
加
、
身
辺
の
生
活
習
慣
に

関
す
る
相
談
及
び
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、

一
度
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

毎
週
金
曜
日
午
前
日
時
か

ら
日
時
初
分
ま
で

つ
く
し
学
園

1
歳
半
以
上
の
児
童
及
び
保

護
者

マ
費
用
無
料

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
も
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

包
⑧

3
2
4
0

マ
日
時

マ
場
所

マ
対
象

-
心
配
ご
と
相
談
ご
案
内

心
配
ご
と
相
談
日
は
、
毎
週
金
曜
日

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
場
所新
金
屋
二
丁
目
日
番
お
号

福
祉
セ
ン
タ
ー
百
楽
荘
内

魚
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

※ くわしいことは、魚津公共職業安定所

<ft24ー0365>へお問い合わせくださし」

(13) 
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-
市
民
会
館
大
ホ

I
ル
催
物

避西書己仰塵すヴ企 刷昨入 場剛会 づおやこ4第図う0 

|アルグ

期韓会 定センタl色津市交通
催トノチル

コエ| 物
ン ・プ

名i寅も、 J剃お サ ピド

29日(刈 27日(日) 26 日(士) とき
PM 6時~ PM 1時~ PMl時30分~

)受付新会員 (当日制会員 料位 料包
入

士本湯十

ゃう

寺称子美本 l 通センタ 魚津市交 催者王
こお

劇士暴 づお

-
あ
ゆ
投
綱
・
て
ん
か
ら
綱
・

県
知
事
許
可
証
の
書
換
申
請

県
知
事
許
可
証
の
書
換
手
続
き
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

一
、
対
象
者

現
在
、
許
可
証
を
持
っ
て
い
る
人

廃
業
に
よ
り
承
継
す
る
人

二
、
申
請
期
間
(
期
間
厳
守
)

5
月
1
日
1
5
月
日
日
ま
で

三
、
持
参
す
る
も
の

l
印
鑑
、
旧
許
可

証
四
、
申
請
場
所

l
市
役
所
水
産
課

(
手
続
き
用
紙
は
、
水
産
課
に
あ
り

ま
す
。)

な
お
、
三
年
に
一
度
の
書
換
え
期
間

な
の
で
、
現
許
可
証
保
有
者
は
、
全
員

書
換
え
て
く
だ
さ
い
。

-
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会
に
つ
い
て

防
火
管
理
者
の
資
格
を
得
る
た
め
の

講
習
会
が
左
記
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
事
業
場
の
方
は
、
是
非
受
講

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

・
日
時
昭
和
臼
年
6
月
8
・
9
日

EF ta 

。荘 。l
H寺 5 を こ 百楽荘 6_0 ~ 
ま月無れ 圭曇|

で 8 料臣民三をコ 周蝿 I

(見裂さ E 以 l
しし館開 「 上
5 まてし 百
月す市て 汀、|

9 ので 今年月5 誕旨~ "....1 ~ 
日では ヨ民 方
(水)ご次 | 

い利の 荘 に
ず用 2i」
れく日で

もだ問満 を | 

午さ 6010 

前い歳 年周高無9 0 以

時 上 放料開かの l 
ら方 | 

午後 百にす~ a ~ 
4 楽 |

t 

-
と
こ
ろ
魚
津
市
民
会
館

・
受
付

5
月
刊
日

1
5月
初
日

-
危
険
物
取
扱
者
試
験
に

つ
い
て

ガ
ソ
リ
ン

・
灯
油
等
の
危
険
物
を
取

り
扱
う
た
め
の
、
資
格
取
得
試
験
が
左

記
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

-
日

時

昭

和

日

年

6
月
げ
日

・
と
こ
ろ
富
山
大
学
教
育
学
部

・
受

付

5
月

5
日
ま
で

-
試
験
科
目

乙
種
第
四
類
、
丙
種

く
わ
し
く
は
消
防
本
部
ま
で

宮

@
0
2
9
5

-
教
育
講
演
会

昭
和
日
年
5
月
お
日
幽

問

6
時
か
ら

・
場

所

平

安

閑

-
演

題

未

定

・
講
師
私
立
旭
高
等
学
校
名
誉
校
長

若

林

繁

太

氏

。
著
書
に
は
、
「教
育
は
死
な
ず
」

が
あ
り
、
教
育
の
核
心
に
せ
ま

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
主

催

魚

津

市

P
T
A
連
絡
協
議
会

日

時

昭和59年度
軽自動車税の納期

限は昭和59年5月
31日です。

納税措イド

-
文
化
財
を
大
切
に
/

昭
和
日
年
2
月

n日
付
け
で
、
魚
津

市
小
川
寺
の
小
川
山
千
光
寺
の
金
銅
千

手
観
世
音
菩
薩
立
像
が
、
富
山
県
教
育

委
員
会
よ
り
県
指
定
文
化
財
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
仏
像
は
鎌
倉
時

代
の
秀
作
で
、
幾
多
の
戦
乱
に
あ
い
な

が
ら
も
今
日
ま
で
そ
の
優
美
な
姿
を
伝

え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
周
囲
に
は
有
名

・
無
名
の

多
く
の
文
化
財
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
火
災
な
ど
の
災
害
で
年
々
文

化
財
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
文
化
財
を
未
来
に
伝
え
る
こ
と
は
、

現
在
に
生
き
る
私
た
ち
の
っ
と
め
と
い

え
ま
す
。
文
化
財
は
大
切
に
保
存
し
ま

t

し
ょ
、
っ
。

-
市
外
電
話
番
号
の

問
い
合
わ
せ

電
電
公
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
外
電

話
番
号
の
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、

『
一

O
五
』
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
交
換
手
を
呼

び
出
し
交
換
手
が
問
い
合
わ
せ
先
の
電

話
局
へ
転
送
し
て
い
ま
し
た
が
、
三
月

三
十
日
か
ら
全
国
ど
こ
へ
で
も
、
市
外

局
番
に
続
け
て

一
O
四
を
ダ
イ
ヤ
ル
す

る
だ
け
で
市
外
電
話
番
号
の
問
い
合
わ

せ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
市
内
番
号
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
こ
れ
ま
で
通
り
局
番
な
し
の
一

O

四
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

魚
津
電
報
電
話
局

パ
ソ
コ
ン

実
務
教
室
案
内

使
い
や
す
く
便
利
に
な
っ
た
現
在

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
魚
津
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
パ
ソ
コ
ン
実

務
教
室
が
次
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
受
講
希
望
者
は
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

O
日
程
5
月
8
日

ω1日
日
闘
の
四
日
間

午
後
5
時
鈎
分
か
ら
8
時
却
分
ま

で。

O
内
容
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
基
礎
知
識
を

は
じ
め
、
実
務
で
使
わ
れ
て
い
る
給

与
計
算
販
売
管
理
、
財
務
会
計
、
文

書
作
成
(
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
)
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
自
分
の
手
で
動
か
し
て

頂
く
た
め
の
教
室
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
知
識
の
無
い
方
で
も
そ
の

日
の
う
ち
に
パ
ソ
コ
ン
が
簡
単
に
扱

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

O
受
講
料

一
名
七
、

0
0
0円

O
定

員

一

五

名

O
会
場
魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
l
(魚
津
市
川
縁
地
内
)

O
申
込
先
申
込
方
法

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
に

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宮

@
9
5
7
9

受
付
時
間
午
後
1
時

1
午
後
9
時

。。



昭和59年 5月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

魚族紹介側魚;孝命<l'e然

現もさム!

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ハ
ウ
ス
は
勤
労
者
が
余
暇
を
利
用
し
て
、
家

族
づ
れ
で
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
等
を
行
い
健
康

の
増
進
、
体
位
の
向
上
を
図
り
雇
用
の
促
進
、
職
業
の
安
定

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
た
施
設
で
す
。

ハ
ウ
ス
に
は
多
目
的
ホ
l
ル

・
休
養
室
一
・
研
修
室

・
レ
ス

ト
ラ
ン

・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
(
三
面
)

・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設

等
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
た
の
、
文
化

・
サ
ー
ク

ル
活
動
等
の
場
と
し
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
利
用
料
金

-
お

と

と

な

・J
J

・-
a
l
l
i
a
-
-
;
:

一
O
O円

・
小
・

中
学
生
・
l
a
i
-
-
j
J
i
l
-
-
:
:
:

五
O
円

.
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
1
時
間
i
-
J
J
・-:
四

O
O円

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ハ
ウ
ス
宮
@
9
5
7
8

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

富山湾、では水深30-----200mのやや深い砂泥底にす
む。分布は広く本州中部以南からフィリピン、イン

ド、南戸フリ力にまでおよぶ。小さな甲と長くっき

出だ眼をもち、闘はきわめて細長く、紅白のまだら

ガある。最後の闘の先舗には羽毛状の毛ガあり、こ

れを水中に高くかざし、体のバランスをとって、ゆ

っくり歩きなガら簡をさガす。刺網に時々かかるガ、

聞は折れやすく完全な状態でとれることはまれであ

る。

-
北
電
だ
よ
り

北
陸
電
力
側

魚
津
営
業
所

合

(ω
1
4
0
0

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

マ
社
会
福
祉
基
金
と
し
て

・
三
十
万
円

持
光
寺
一
八
三
朝

野

輝

久

氏

・
三
万
円
新
金
屋
一
l
l
四
l
二
六

紙

術

三

氏

-
L
P
ガ
ス
の
点
検
〈
5
月〉

実
施
区
域
:
・道
下
地
区
(
村
木
町
)

下
野
方
地
区

(
8
号
線
山
側
)

野
鳥
が
巣
作
り
を
始
め
る
時
均

大
型
湯
沸
器

・
風
呂
釜
の
煙
筒
も
野
鳥

に
は
良
い
棲
み
か
。
不
完
全
燃
焼
の
原

因
に
も
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。
時
々

は
、
注
意
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

県
L
P
G協
会
魚
津
支
部

・
保
安
点

検
セ
ン
タ
ー

宮
@
5
3
4
0

魚津善意銀行へのごく敬寄称付略〉

沢田哲夫横枕 10，000円

有沢武雄本町二丁目 10，000円

三吉庄作石垣 10，000円

伊藤俊子上村木一丁目 30，000円

安達義郎上村木 30，000円

魚津銀金塗装整備工場 4，000円

柴田 陽子文化町 12，500円

尾山 弘宮津 1，000円

沢泉幸男六郎丸 30，000円

岩間洋子大光寺 30，000円

中木宏之上村木 100，000円

後藤清則住吉 50，000円

虎谷宗成吉島 50，000円

浜本 進本町一丁目 50，000円

輪一円玉で愛の手を、、ユニー魚津庖 13，262円

米国文子 中央通り二丁目 50，000円

高円 孝真成寺町 50，000円

朝野輝久持光寺 200，000円

岡本 きみ上口二丁目 1，020円

四十内義美 本町二丁目 30，000円

島谷助松上口一丁目 50，000円 [

マイシティ専門庖会 53，320円

奇兵 術三新金屋一丁目 20，000円

印田喜一大海寺野 50，000円

魚津銀金塗装整備工場 4，000円

美浪はる 3，000円

匿 名 11，100円

大森七郎 東町 100，000円

原因 勉 30，000円

島崎久美子泉町 18，621円

有沢武雄本町二丁目 5，000円

※受付の順番で掲載していますが、紙面の
都合で一部次の号以降になります。

。。
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⑧ 

② 

⑤ 

保育園児が

交通安全バレー

@ 
白寿おめでとう

川幡重作さん ⑧ 

春の交通安全運動初日の、 4月6日本江保

育園の園児たちが、中央通りをパレードして、

交通安全を呼びかけました。

砂 !、一 一

中
央
通
り
で

レ

ド
の
本
〉工
保
同

園
児

ド

さ
わ
や
か
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

4
月

8
日
、
市
総
合
体
育
館
に
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ

ス
ト
木
村
憲
治
さ
ん
と
横
山
樹
理
さ
ん
を
迎
え
、
さ
わ
や
か
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
教
室
が
聞
か
れ
ま
し
た
。--aaa 

寿白ふ
/
」でめロu月

た

A
守
ー
し
ま
品

は

れ

ん

ら

去
」
、
ぇ

作

迎
重

を

幡

日
川

生

区

誕剛
一伽
苗
木
無
償
配
布

，I
Q

U

 

J
q

糊

縁

化

週

間

中

の

4
月
初
日
、
中

(
央
通
り
で
「
つ
つ
じ
」
や
「
金
木
犀」

な
ど
の
首
木
約
一
、

0
0
0本
が
、

無
償
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

スポーツ少年団総合結図式
4
月
日
日
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
(
必
団
体
)

総
合
結
図
式
が
、
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
、
今
年
か
ら
加
入
し
た
、
松
倉
野
球
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
と
吉
島
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
に
、
団
旗
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
五
日
の
節
句
に
は
、

男
の
子
の
数
だ
け
こ
い
の
ぼ

り
を
掲
げ
る
|
昔
は
こ
い
が

三
匹
も
四
匹
も
泳
い
で
い
る

家
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
子
だ
く
さ
ん
の
時
代

だ
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
今
は
、
子
供
二
人
が

ρ

標

準
家
庭
九
こ
い
も
一
匹
か
、
せ
い
ぜ
い

二
匹
が
い
い
と
こ
ろ
。
そ
れ
で
は
寂
し

か
ろ
う
と
い
う
わ
け
で
、
最
近
は
、
赤
、

黒
、
青
の
三
匹
セ
ッ
ト
が
流
行
し
て
い

ま
す
。

中
国
で
は
、
竜
門
(
黄
河
の
上
流
に

あ
る
)
を
登
る
こ
と
の
で
き
た
こ
い
は

竜
に
な
る
と
い
わ
れ
、
立
身
出
世
の
シ

ン
ボ
ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、

江
戸
中
期
か
ら
今
日
の
よ
う
な
こ
い
の

ぼ
り
を
飾
る
風
習
が
出
て
き
た
よ
う
で

す
。
時
代
が
変
っ
て
も
、
五
月
五
日
に

は
、
立
身
出
世
の
シ
ン
ボ
ル
を
飾
り
た

い
と
い
う
親
心
だ
け
は
変
ら
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

。。

編集予

印刷/魚津田刷株式会社

E冨彊圏.

編集/企画広報室

(3月末現在) 人(制対比)

人口(男) 24.048 (ー31)

(女) 26 .067 ( -66) 

計 50.115(-97) 

世帯数 13.397戸

市の面積 200.75km' 

海岸線 7.9km 


